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ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：http://www.town.shoo.lg.jp/museum/

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm
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おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ休 館 日：8／6・13・20・27 休 館 日：8／6・13・16・20・27

開園時間　9：00〜17：00
休 園 日　毎週火曜日
　　　　　※夏休み期間中は無休

電話番号　３８−１２３４
ホームページ　http://www.alis-nv.com
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ファーマーズ朝市の出店者を募集していま
す。自家菜園の野菜や果物などを、直接お
客さんとの会話を楽しみながら販売してみ
ませんか？出店料は車１台分が500円で
す。希望される人は事前にお申し込みくだ
さい。（☎３８－１２３４）

ファーマーズ朝市の出店者を募集していま
す。自家菜園の野菜や果物などを、直接お
客さんとの会話を楽しみながら販売してみ
ませんか？出店料は車１台分が500円で
す。希望される人は事前にお申し込みくだ
さい。（☎３８－１２３４）
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「消防女子女性消防士・高柳蘭の誕生」
（佐藤青南 著／宝島社）

多忙な日々を過ごす
新米女性消防士･高柳
蘭はある日､ 自分の
空気呼吸器の空気残量
不足に気づく｡
連続する悪質な嫌が

らせに同僚の犯行を疑
う蘭｡そんな折､中国豪
華客船が横浜港に寄港
することで､世間は盛

り上がっていて…。現場で活躍する女性を描いた元
気の出る１冊です。

・「暗転」（堂場瞬一 著／朝日新聞出版）
・「くす玉おりがみ花切子」

（布施知子 著／誠文堂新光社）

・「こおり」

（前野紀一 文・斉藤俊行 絵／福音館書店）
・「ビジュアル戦国英雄伝１〜５」

（河合敦 監修／学研教育出版）

◆図書館を使った調べ学習（詳細Ｐ１２）
◆変身いいから☆エコバッグ講座（詳細Ｐ１２）
◆おはなしたいむ
・日　時：８月２５日（土） １１時〜 ３０分程度
・対　象：乳幼児〜小学生

◆開館１０周年記念！
貸出冊数と貸出範囲が広がります

８月で開館１０周年を記念して８月１日（水）から図
書館サービスが広がります。
・貸出冊数：１人５冊まで⇒１人１０冊まで
・貸出範囲：勝田郡内在住または勝央町に通勤・通

学の人⇒県北地域にお住まいの人（勝
央町・津山市・美作市・真庭市・奈義
町・久米南町・美咲町・鏡野町・西粟
倉村・新庄村）または勝央町に通勤・
通学の人

※登録には必ず身分証明書が必要です。（運転免許
証・保険証など）

児 童 書

一 般 書

【特別展示室】

・小企画２９ 文豪の手紙　　　　 （〜９月２日）

【展示室】

・コレクション展Vol.29

郷土の画家シリーズ　−夏を想う

（〜９月２日）

【町民ギャラリー１】入場無料

・ミマサカコドモ絵画展金賞作品セレクション

（８月３日〜１２日）

・in
progress展　　　　　（８月１５日〜１９日）

・神田保 趣味の水彩スケッチ画展

（８月２１日〜２６日）

※初日は午後からです。

小企画２９ 文豪の手紙

今回は夏休みにあたり、当館所蔵資料から、子ど

もたちにもよく知られた芥川龍之介、菊池寛、谷崎

潤一郎、松本清張などの作家たちが木村毅らに宛て

た書簡（手紙や葉書）を紹介します。これらの書簡

を通じて、それぞれの著書を読んで感じる印象とは

また違った角度から文学に触れていただき、作家た

ちに親しみをもっていただければ幸いです。

展示替え、燻蒸作業、空調メンテナンスのため９

月３日（月）から長期休館します。

☆最新情報はホームページを
ご覧ください☆

イベント案内やお得な情報を掲載。ノースヴィレッ
ジのスタッフによる日々の出来事などを写真つきで紹
介しています。ぜひ、ご覧ください。

☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆

《ビールマツーリ》
ファーマーズハウス・レストラン前でビアガーデン

開催中
○時　間 １７時〜２１時
○料　金　男性：￥３，０００

女性：￥２，０００
飲み放題＆山盛りポテトつき！

※天候により中止する場合があります。
【フードコーナー】
鉄板焼き、ポテト、からあげ、串カツ、枝豆、野菜
スティック、焼肉セット　など

【イベント】
・マシンガンビールパーリィー
ショットグラスに注がれたビール５０個に挑戦！制
限時間は１分！見事達成した人には…

・「輪投げ」「スーパーボールすくい」など
子どもが楽しめる縁日コーナー

・バンドライブも不定期開催！

《弁当＆オードブル受付中》
ノースヴィレッジは手ぶらで来ても大丈夫！お弁当

の注文や団体用のオードブルまで幅広く準備していま
す。お弁当は５００円から。
ご注文、お問い合わせはインフォメーションまで。

※料金は税込価格です。

８月にもなると、本格的な夏到来！皆さんはこの夏

休みシーズンどのような予定を立てられていますか？

海水浴？夏祭り？楽しみがいっぱいなのが８月！こ

こノースヴィレジにも楽しいことが盛りだくさん！

友だちと集まってバーベキューをするのもよし、緑

のきれいな園内でピクニックをするのもよし！また、

アイスクリームやシャーベットづくり体験もできま

す！さらに、夏休み期間中には美味しくて楽しい企画

も計画中

夏を満喫できるノースヴィレッジに遊びに来てくだ

さいね！

芥川龍之介より木村毅宛書簡／大正５年５月３０日
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※時間は変更になる場合があります。　※貸館によるイベントについては、主催者にお問い合わせください。

シネマウィークエンド
勝央町教育委員会教育振興部　☎３８−１７５３問
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ボランティアネットワークボランティアネットワークボランティアネットワーク 勝央町ボランティア連絡協議会に参加している
ボランティアグループの活動を紹介します。
勝央町ボランティア連絡協議会に参加している
ボランティアグループの活動を紹介します。
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John BUCKLEYが行くJohn BUCKLEYが行く
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︶隆盛期の富士紡績の第１、２工場。現在は撤退し、別企業の工場が立地しています。

I want to tell you about the small things that I notice as a foreigner living in
Japan. For me, everything here is still so different, new and unique. Although
I've lived abroad before in Italy and Finland and I've travelled to over 23 coun-
tries, Japan is so very different from my own country in so many ways.

When I go shopping all the items on the shelves are strange and different, but I
love Japanese food so I am excited to try all these new goods. Things that may
be simple and obvious to someone Japanese, surprise me; like when I went to
fill my car up with petrol. In England we have to fill the car ourselves and no
one helps us. But here, the staff came running out to assist me and I thought I
had done something wrong, but they just wanted to help filling my car, wiping
my windows and even help me to get back on the road. It was like a Formula 1
pit-stop. Back home, we also don't have so many insects and the noise in the
evening is also new to me as well, as the night comes alive with the sound of
frogs, crickets and other small things. The size of the insects is very shocking
for me. Japanese etiquette is very different and I must learn how to behave,
what is rude and what is polite. In England it is rude to slurp noodles and it is
very hard for me to make any noise when eating noodles. In Japan you use dif-
ferent shoes for inside, outside, in the bathroom and in my school gyms. In
England a lot of people wear the same shoes, even inside (Although, I like the
Japanese way). I enjoy finding and learning new things about Japanese cul-
ture. It's exciting and interesting.

The most difficult thing is of course is the language, as my Japanese is still
limited. Although it makes life more challenging and learning a new language
will always require effort; when I am able to communicate in Japanese, it gives
me such a warm sense of achievement and success. When you try, you can be
surprised about what you can do. I hope I can do the same for my students
learning English and give them this warm sense of achievement.

One thing for sure, life is never dull when you live somewhere so different.
Keep studying,

John

今回は日本に住む外国人として気づいたいくつかのことにふれた
いと思います。私はイタリアとフィンランドに住んだことがあり、
これまで２３カ国以上旅行してきましたが、日本では全てがまだ新鮮
で変わっていて、色々な面で母国との違いがあります。
スーパーの商品は見る物全て変わった物ですが、私は日本食が大

好きなので新しい食物を試すのを楽しんでいます。普通の日本人に
なら当たり前のことも私には驚きの連続で、例えば給油所に行った
とき、英国では全てセルフで誰も手伝ってくれません。でもここで
はスタッフがさーっと走って来たので、最初は何か問題でもあるの
かと思いました。窓を拭いてくれたり車道に出るときに誘導してく
れたりとＦ１のピットストップさながらです。
英国には虫があまりいません。夜になると聞こえてくるコオロギ

やカエルなどの虫たちの音は、私にはとても新鮮ですが、その虫た
ちの大きさにはかなり衝撃を受けました。
日本と英国ではエチケットも大分違うので気を使います。英国で

は音を立てて麺類をすするのはとても失礼で、私もその食べ方は難
しく感じます。日本では中と外、トイレなどで違う靴を履きますね。
英国ではほとんどの人が家の中でも同じ靴を履いています。（私は日
本のやり方が好きですが）日本の習慣に新しい発見を見つけるのを
楽しんでいます。
一番難しいのはやっぱり言語です。日本語がまだ片言の私にとっ

て普段の生活も大変で新しい言語を習得するのは努力が必要ですが、
それでも日本語が通じたときは温かな達成感と成功した気持ちが込
み上げてきます。人は自分でも驚くほどのことができることがあり
ます。教師として、生徒たちにも英語を学ぶことでその達成感を味
わってもらえたらと思います。一つ言えることは、異文化に生きる
限り人生が退屈になることはないということですね。
勉強頑張りましょう。

ジョン バックリー

小山町ホームページアドレス　http://www.fuji-oyama.jp/
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勝
央
俳
句
会
六
月
例
会
作
品
抄

部
会
紹
介
②　

筝
曲
集
邦
会

生
き
生
き
と
砂
の
彫
刻
走
り
梅
雨

宮
野
　
潤
子

簾
吊
り
庭
の
風
呼
ぶ
客
間
か
な

浜
田
と
よ
子

支
柱
に
も
螺
旋
の
樹
脂
や
初
夏
の
風

竹
久
　
信
勝

着
な
れ
た
る
物
に
落
ち
着
く
更
衣

井
並
　
充
子

談
笑
の
女
等
透
け
居
る
簾
か
な

赤
堀
　
幸
子

簾
ご
し
の
風
に
至
福
の
刻
き
ざ
む

竹
久
　
翠
雲

惚
け
る
を
怖
れ
ば
長
し
短
夜
は

河
本
　
啓
子

簾
内
カ
Ã
プ
ル
覗
き
て
み
た
く
な
り

河
野
　
栄
子

簾
越
し
道
行
く
人
を
呼
び
止
め
て

小
林
　
薫
女

今
年
ま
た
こ
れ
で
す
ま
さ
う
古
簾

福
嶋
恵
美
子

さ
わ
や
か
に
老
い
し
ひ
と
り
居
青
す
た
れ

室
井
　
稔
子

涼
し
さ
と
光
さ
え
ぎ
る
簾
出
し

浅
田
　
静
香

草
取
る
手
止
め
マ
見
上
ぐ
る
サ
ク
ラ
ン
ボ

水
嶋
　
鮮
子

筝
曲
集
邦
会
は
昭
和
４４
年
�
勝
間
田
に
誕
生
�

町
文
化
協
会
発
足
と
同
時
に
協
会
に
所
属
し
活
動

し
て
い
る
グ
ル
ü
プ
で
す
�
会
員
は
自
分
の
都
合

の
良
い
日
に
�
稽
古
日
を
決
め
て
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
�

今
は
�
８
月
２６
日
�
勝
間
田
コ
ミ
å
ニ
テ
£
を

会
場
に
計
画
し
て
い
る
﹁
ゆ
か
た
会
﹂
の
練
習
の
真
最
中
で
す
�
演
奏
を

予
定
し
て
い
る
の
は
�
日
本
の
古
典
﹁
さ
く
ら
舞
曲
﹂
や
﹁
も
み
じ
ば
﹂

に
加
え
て
﹁
ね
こ
ふ
ん
じ
�
c
た
﹂﹁
五
つ
の
ロ
シ
ア
民
謡
メ
ド
レ
ü
﹂

な
ど
�
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
も
の
を
選
曲
し
て
い
ま
す
�

会
員
に
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
集
ま
c
て
い
る
の

は
�
ひ
と
え
に
�
日
本
の
美
を
追
求
す
る
楽
し
さ
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
�

夕
陽
を
見
送
り
�
そ
ぞ
ろ
あ
た
り
に
涼
風
が
通
う
頃
�
忠
政
先
生
の
お

宅
の
辺
り
を
散
策
し
て
み
て
く
だ
さ
い
�
心
の
琴
線
に
ふ
れ
る
琴
の
音
色

が
�
あ
な
た
の
足
を
止
め
さ
せ
る
で
し
�
う
�

集
邦
会
は
�
琴
の
魅
力
を
伝
え
る
新
し
い
人
材
�
あ
な
た
を
求
め
て
い

ま
す
�

︵
文
化
協
会
企
画
委
員
　
定
兼
逸
子

記
︶

勝央文化協会だより

■町社会福祉協議会へ
◇植月北　三浦　弘文（亡母　敏子）

◇　岡　　二宮　　優（亡父　四郎）

◇畑　屋　岸本　　壽（亡妻　美里）

畑屋老人クラブ、畑屋ふれあいの会にも

◇美　野　丸尾　　薫（亡母　房子）

美野地区、美野老人クラブ、勝央福祉会に

も

◇河　原　森本　太郎（亡姉　藤子）

◇植月東　佐藤　倫子（亡夫　俊介）

◇植月東　佐古　　榮（亡妻　多美子）

◇植月東　石川　　豊（亡父　義夫）

◇豊久田　福田　博文（亡父　秋夫）

豊久田下老人クラブにも

■下町川ほほえみクラブへ
◇下町川　赤野　順一（亡祖母　あき）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

し
ょ
う
お
う
発
掘
も
の
が
た
り

■
調
査
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

国
道
３
７
４
号
関
連
遺
跡
発
掘
調
査
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３８―

２
４
３
７

岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン

タ
ü
で
は
�
今
年
２
月
か
ら
鍵
谷

遺
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
�
５
月
末
に
終
了
し
ま

し
た
�
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
現

地
説
明
会
な
ど
で
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
�
あ
ら

た
め
て
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
�

こ
の
遺
跡
は
�
中
国
道
に
ほ
ど

近
い
黒
土
に
位
置
し
�
鍵
の
池
の

奥
に
突
き
出
た
丘
の
上
に
広
が
c

て
い
ま
す
�
今
回
の
調
査
で
は
�

掘
立
柱
建
物
１６
棟
を
中
心
に
�
３

軒
の
竪
穴
住
居
や
斜
面
を
平
ら
に

造
成
し
た
段
状
遺
構
が
３
カ
所
見

つ
か
り
ま
し
た
�
出
土
し
た
土
器

な
ど
か
ら
�
古
墳
時
代
後
期
︵
今

か
ら
１
４
０
０
年
ほ
ど
前
︶
の
集

落
跡
と
思
わ
れ
ま
す
�

今
回
の
調
査
で
特
に
注
目
さ
れ

る
成
果
は
�
主
に
次
の
２
点
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
�
１
つ
は
�
平
地
式

の
掘
立
柱
建
物
を
住
ま
い
と
し
て

い
た
こ
と
で
す
�
竪
穴
住
居
と
い

う
半
地
下
式
の
住
ま
い
が
一
般
的

で
あ
c
た
こ
の
時
期
に
�
い
ち
早

く
平
地
式
建
物
を
住
ま
い
と
し
て

採
用
し
て
い
た
集
落
は
大
変
珍
し

い
存
在
で
す
�

も
う
１
つ
は
�
鉄
の
道
具
を
つ

く
る
と
き
に
出
る
カ
ス
が
た
く
さ

ん
出
土
し
た
こ
と
で
す
�
鍛
冶
と

い
う
こ
の
技
術
は
朝
鮮
半
島
か
ら

伝
わ
c
た
当
時
�
最
先
端
の
ワ
ザ

で
し
た
�
鍵
の
池
の
東
に
あ
る
小

池
谷
古
墳
群
で
は
�
こ
の
鍛
冶
に

か
か
わ
る
品
々
を
納
め
た
首
長
の

墓
も
見
つ
か
c
て
い
ま
す
�

先
進
的
な
技
術
を
身
に
付
け
た

人
々
が
住
み
着
く
こ
と
で
�
こ
の

よ
う
に
珍
し
い
集
落
が
形
づ
く
ら

れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
�

発
掘
調
査
速
報

鍵谷遺跡現地説明会のようす

勝 央 工 業 団 地
Vol.17

従業員37名（うち町内19名）

企業紹介
太　平　台　（株）

太平台（株）は、当初、昭和５４年勝央中核工業

団地の地権者が太平台地権者組合を設立して業

務を開始しましたが、会社組織にしないと町・

各企業との委託・請負等の契約ができないな

ど、業務執行上支障があるとの指摘で、中核工

業団地内の企業各社・勝央町のご支援ご協力に

より、昭和５５年３月に太平台（株）として設立し

業務を開始しました。

設立当初から中核工業団地の各企業の方々や

勝央町、工業団地周辺地域の方々のご支援・ご

協力によって設立し、育てていただいた地元の

会社です。

弊社は、管理業務・請負業者

としての業務と勝央中核工業団

地の一角に事務所兼用の売店を

出しております。

管理業務としましては、各企

業の緑地の芝刈り花木の手入

れ、中核工業団地内の公園のス

ポーツ施設、緑地の管理、公共

道路及び幸せの森などの清掃を

行っています。

請負の業務としましては、企業社屋内の清掃、

片付け、給食の世話を行っています。

また、売店では　たばこ・パン・インスタン

トラーメンなどを販売しています。

他に中核工業団地周辺の方・弊社株主の方な

どの要望により墓地の清掃・竹藪の整理・庭の

刈り込み・草取りなどもご要望にお応えし実施

させていただいています。

町・工業団地の各企業の方々の要請・周辺地

域の方々の要望にお応えしながら地域の環境整

備、美化にお役に立てるよう頑張っております。

勝央町の目玉の１つ、勝央工業団地。どのよう

な企業が立地し、何をしている会社なのか、シ

リーズでご紹介します。
死亡一時金
国民年金の第１号被保険者として保

険料を納めた月数が３６カ月以上ある被
保険者が、老齢・障害基礎年金のいず
れも受けないまま死亡したとき、死亡
者と生計を同一にしていた遺族に支給
されます。
ただし、その人の死亡により遺族基

礎年金を受けられる遺族がいる場合に
は支給されません。請求できる遺族の範囲・順位は、
死亡者の配偶者・子・父母・孫・祖父母・兄弟姉妹で
す。
死亡一時金の額は、保険料を納めた月数に応じて決

まっています。（１２０，０００円〜３２０，０００円）なお、付加
保険料を納めた期間が３６カ月以上ある場合は、さらに
８，５００円が加算されます。
寡婦年金
国民年金の第１号被保険者として保険料を納めた期

間（免除期間を含む）が２５年以上ある夫が亡くなられ
た場合に、１０年以上婚姻関係が継続していて、夫に
よって生計を維持されていた妻に６０歳から６５歳までの
間支給されます。年金額は、夫の第１号被保険者期間
に基づいて計算された老齢基礎年金額の４分の３で
す。
ただし、死亡した夫が障害基礎年金の受給権者だっ

たことがある場合や、老齢基礎年金を受けていたとき、
また、妻自身が老齢基礎年金の繰上げ支給を受けてい
る場合、寡婦年金は支給されません。
なお、寡婦年金と死亡一時金の両方を受けられる場

合、どちらか一方を選択することになります。
詳しくは、津山年金事務所（☎３１−２３６３）へ
お問い合わせください。

国民年金の独自給付について 国
民
年
金

だ
よ
り

│
鍵か
ぎ

谷た
に

遺
跡
│
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

備
に
行
っ
て
き
ま
し
た

勝
央
中
学
校

吉

高

▼
表
紙
は
�
勝
間
田
小
学
校
５
年
生
の

プ
ü
ル
の
授
業
の
一
場
面
で
す
�

子
ど
も
た
ち
は
�
一
生
懸
命
に
水
泳
の

練
習
を
し
て
い
ま
し
た
�

子
ど
も
た
ち
の
�
元
気
な
笑
顔
と
歓
声

で
�
夏
の
暑
さ
も
吹
き
飛
ぶ
よ
う
で
し
た
�

▼
今
年
の
行
政
懇
談
会
は
�
北
部
と
南
部

の
２
会
場
で
行
い
ま
し
た
�

町
民
と
行
政
が
�
共
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
�
お
互
い
に
顔
を
見
て

生
の
声
を
聴
き
あ
う
�
貴
重
な
機
会
だ
c

た
と
思
い
ま
す
�

▼
夏
本
番
で
す
�
毎
日
�
暑
い
日
が
続
き

ま
す
が
�
熱
中
症
に
は
気
を
つ
け
ま
し
�

う
�
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
�
こ
ま

め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
�
う
�
ま
た
�

室
内
で
も
熱
中
症
に
な
る
可
能
性
は
あ
り

ま
す
�
節
電
が
呼
び
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
�
無
理
に
我
慢
は
せ
ず
�
エ
ア
コ
ン
や

扇
風
機
を
上
手
に
使
い
�
室
温
が
２８
℃
を

超
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
�
う
�

グ
リ
ü
ン
カ
ü
テ
ン
や
す
だ
れ
�
打
ち

水
な
ど
エ
コ
な
工
夫
や
日
ご
ろ
か
ら
食
事

に
気
を
つ
け
て
体
力
を
つ
け
る
な
ど
�
み

ん
な
で
暑
い
夏
を
元
気
に
乗
り
越
え
ま

し
�
う
�

あ
と
が
き

校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
自
動
車
整
備
部
門

勝
間
田
高
校

Ｌ

平
成
２４
年
度
﹁
高
校
生

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

︵
自
動
車
整
備
部
門
︶
岡

山
県
大
会
﹂
が
６
月
９
日

に
浅
口
市
鴨
方
町
の
お
か

や
ま
山
陽
高
等
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
�
本
校
か
ら
�

産
業
工
学
科
３
年
西
山
智

之
君
︵
美
作
中
出
身
︶
と
�

２
年
片
山
陽
平
君
︵
作
東

中
出
身
︶
の
２
人
が
選
手

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
�

競
技
は
４
つ
の
課
題
が

あ
り
�
課
題
Ⅰ
﹁
学
科
﹂�

課
題
Ⅱ
﹁
測
定
作
業
﹂
�

課
題
Ⅲ
﹁
定
期
点
検
・
車
両
取

り
扱
い
作
業
﹂�
課
題
Ⅳ
﹁
エ
ン

ジ
ン
故
障
探
求
﹂
を
�
そ
れ
ぞ

れ
制
限
時
間
２０
分
以
内
で
行
う

も
の
で
す
�
１
カ
月
以
上
前
か

中国大会（故障探求）

て
�
協
力
し
て
活
動
を
し
な

け
れ
ば
前
に
進
ま
な
い
こ

と
�
ふ
だ
ん
当
た
り
前
の
よ

う
に
出
さ
れ
る
食
事
の
あ
り

が
た
さ
�
集
団
生
活
で
時
間

を
守
る
こ
と
�
そ
れ
ら
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
大
切
さ
が
身
に

し
み
て
わ
か
c
た
の
で
は
な

い
で
し
�
う
か
�
今
回
の
と

て
も
有
意
義
な
体
験
を
今
後

の
生
活
に
活
か
せ
る
よ
う
心

が
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
�

現代社会の傾向
革新的な文明社会で、進化する反
面、能力の弱体化にコミュニケー
ション能力があげられます。
・社内の同じフロアーにいても誰も
しゃべらず、電話は全てメールに
変わっている。
・電車の中で、多くの若者はメール
に没頭している。
・スーパーで買い物をしても、店員
も客側も一言も会話せずに用事を
済ませる。
・自販機でジュースを買っても、
しゃべるのは自販機。
・家庭内での会話はほとんどなく、
自分の部屋でテレビをつけながら
ゲームに興じる。
・大学講義で、次回の指示内容を、
一斉でなく個々に伝達か、紙の配
布が必要となる。
現代社会の傾向として、コミュニ
ケーションをしなくていい世の中
で、今の子どもたちは育っています。
反面、教育現場はコミュニケーショ
ン能力を高めるための交流会や集団
での対話の促進に努めています。

（教育委員会）

カッター漕ぎをする生徒

１
年
生
は
５
月
３１
日
・
６

月
１
日
の
２
日
間
�﹁
吉
備

宿
泊
研
修
﹂
に
行
c
て
来
ま

し
た
�
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
�

８４
人
全
員
�
元
気
に
参
加
で

き
て
良
か
c
た
で
す
�

美
し
い
自
然
の
中
で
の

﹁
オ
リ
エ
ン
テ
ü
リ
ン
グ
﹂�

汗
と
煙
に
ま
み
れ
た
中
で
の

﹁
野
外
炊
事
﹂�
今
ま
で
や
c

た
こ
と
の
な
い
人
が
ほ
と
ん

ど
だ
c
た
﹁
キ
ã
ン
プ
フ
¡

イ
ヤ
ü
﹂�
海
の
学
習
以
来

の
﹁
カ
Ã
タ
ü
漕
ぎ
﹂�
焼

き
板
に
自
由
に
描
い
た
﹁
ハ

ン
ド
ク
ラ
フ
ト
﹂�

こ
れ
ら
の
体
験
を
通
し

24

ら
毎
日
放
課
後
練
習
し
て
大
会

に
臨
み
�
西
山
君
が
２
位
�
片

山
君
が
４
位
と
い
う
好
成
績
を

残
し
ま
し
た
�
こ
の
結
果
�
２

位
の
西
山
君
が
６
月
１６
日
に
広

島
県
で
行
わ
れ
た
中
国
大
会
へ

出
場
し
ま
し
た
�

中
国
大
会
で
は
�
全
国
レ
ベ

ル
の
課
題
に
苦
戦
を
し
ま
し
た

が
�
勝
間
田
高
校
が
過
去
に
出

場
し
た
中
で
は
最
高
の
３
位
と

い
う
結
果
に
な
り
�
初
め
て
賞

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
�
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
で

き
た
と
思
い
ま
す
�

人　口１１，４６０人
（＋１５）

男　５，５１３人
女　５，９４７人

世帯数 ４，３３９世帯
（＋７）

※（ ）内は前月比

世帯数
と

人 口
平成２４年７月１日現在

"2013年"は「美作の国 建国1300年」です


